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山口県学童保育労働組合主催で７月１３日（日）

に学習交流会が行われました。

午前中は岡山の藤田さん（元主任指導員）による

「対峙支援職における同僚性」、午後からは東京文

京区の高橋さん（正規指導員）による「学童保育指

導員として仕事や働き方を考える」でした。県内から

約３５名の指導員さんが集まりました。
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来年度から放課後児童クラブ指導員の名称が放課後児童支援員へと変更になり、支援員の資格認定

研修を都道府県が行うことが決まっています。この研修は現在学童保育所で勤務されている方も対象とな

り、この研修を受講しなければ保育士資格や教員免許があっても有資格者とはなりません。（経過措置が

５年あります。）

８月１日（金）に厚生労働省で第２回「放課後児童クラブの質の向上のための研修検討会」が開催されま

した。報告によると、16科目24時間の研修内容の提案があり、多くの委員は賛成の意思を表明しており、

この時間数と科目数でになるのではないかと思われます。

１、放課後児童健全育成事業の理解【４．５時間】

２、子どもの発達等についての基礎知識【６．０時間】

３、放課後児童クラブにおける子ども・保護者支援のあり方【７．５時間】

４、放課後児童クラブにおける安全・安心への対応【３．０時間】

５、放課後児童支援員として求められる役割・機能【３．０時間】

現在提案されている内容は、合計で４日～６日の２４時間分の研修となります。

※検討会の資料より

来年度から都道府県が行う、放課後児童支援員（現：放課後児童クラブ指導員）の資格認定

研修について検討会が行われました

７月２８日（月）の夕方、全国学童保育連絡

協議会が２０１４年５月現在の実施状況調査

について記者発表を行いました。昨年に比べ、

学童保育所数は４６１ヶ所増え２２,０００ヶ所

になり、入所児童数は４５,０００人増え９３３,０

００人となりました。

７月２８日のテレビや２９日付の新聞各紙に

取り上げられています。

学童保育の実態、新聞各紙で報道！！

学童保育の学習交流会が開催されました
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講座内容がほぼ決まりましたので、ご紹介いたします。

案内は９月頃に各学童保育所へお届けする予定です。

午前 全体会

「子どもとの関わり方～すべての子どもに共通する魔法の言葉かけ～」

講師 前崎勝則（周南総合支援学校・全障研山口支部長）

午後 分科会

①「学童保育の生活づくり～私たちが大切にしたいこと～」

講師 角野いずみ（岡山県学童保育連絡協議会事務局長・ひなづる児童クラブ指導員）

②「実践を考える～学童保育での子どもとの関わり～」

講師 前崎勝則（周南総合支援学校・全障研山口支部長）

③「子ども・子育て支援新制度と学童保育～指導員として備えておくこと～」

講師 河野伸枝（全国学童保育連絡協議会副会長）

④「父母会活動を通して～保護者との関わりの重要性～」

講師 土井知恵（山口市やまびこ学級指導員）

⑤「遊びながら学びあう子どもたち～生きる力へ～」

講師 鍋倉 功（福岡県よりどりちどり館学童クラブ指導員）

2014年11月9日(日)

第12回山口県学童保育講座

山口県連協加盟・月刊「日本の学童ほいく」誌

の購読についての問い合せは

県連協メールアドレス（担当・瀧口）
yamaguchikennrennkyou@ab.auone-net.jp

学童保育（放課後児童クラブ）実施状況調査

2014年5月1日現在の学童保育実施状況を県

内自治体ごとに調査しました。

全国学童保育連絡協議会ホームページにて

公開しています。簡単なものも山口県学童保

育連絡協議会ホームページに載せております。

学童保育入所児童数 １１,７８２人

学童保育所数 ３３５ヶ所

公立小学校数（３０５校）

に対する設置率 １１０％

学童保育が校区に

設置されていない小学校数 ５３校

把握している待機児童 １８ヶ所 １２２人

県内各自治体ごとの情報はホームページで

「山口県学童保育連絡協議会」で検索

「日本の学童ほいく」誌は、働きながらの子育

てや、指導員の実践、学童保育をよりよくして

いく活動などに役立つ雑誌です。

「子どもの発達と学童保育の生活」「指導員

の仕事」などの学童保育に関わるテーマや、学

童保育での遊び、宿題、行事など保育の課題

を取り上げて、ベテランから新人指導員まで、

役立つ内容がいっぱいです。

国や自治体の動き、各地域での取り組み、全

国学童保育連絡協議会の活動など、最新の情

報を掲載しています。 また、売上の一部は山

口県学童保育連絡協議会の財政に充てられま

す。講座や研修会などをより充実させるために

も、一人でも多くの方に購読をお願いします。

月刊「日本の学童ほいく」誌のご購読を！！


